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撮影：広河隆一　甲状腺の手術後、薬を飲み続けながら、就職、結婚、出産を経て母親となっ
たナターシャ。彼女の人生の節目を切り取った写真と、「沖縄・球美の里」（福島の子どもたちの
ための保養施設・沖縄県久米島町）で保養をする福島の子どもたちの写真で構成されています。
各月の小窓には、ベラルーシのチェルノブイリ被害者家族の写真が掲載されています。

定価1100円　送料別（2部まで 200円）（10部以上：1部 1000円／送料無料）

お申し込み方法：Fax 、E-mail または郵送でお申し込みください
お支払方法：お届けするカレンダーに同封の郵便振替用紙でお振り込みください
カラー、サイズ：縦 42cm×30 cm 見開きA3サイズ　デザイン：スタジオ・ギブ
カレンダーの収益は、チェルノブイリと福島の原発事故による被災児童
のための救援金にあてられます。2015年版の収益は235万円でした。

〒177-0035　東京都練馬区南田中2-7-7　TEL/FAX　03-6767-8808
E-mail cherno1986@jcom.zaq.ne.jp　HP http://homepage2.nifty.com/chernobyl_children/index.html　郵便振替  00160-4-98316
チェルノブイリ子ども基金

母から子へつなぐ　命・希望

FAX　03-6767-8808

「沖縄・球美の里」で保養中、久米島町
の東にある無人島「ハテの浜」を訪れた
子どもたち。2014年撮影
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「沖縄・球美の里」の保養では海のプログラムの人気が高い。中でも一番人気があるのは「ハテの浜」。砂浜だけでできている無人島で、その美しさは東洋一と言われている。

2014年撮影

6

G・ジェーニャ（5歳）と両親、妹右腎芽細胞腫。2014年4月に手
術。化学療法を受けている。治療
の副作用で髪の毛が抜け、食欲
が減退、精神的に不安定になっ
た。家族の暮らす村はチェルノブ
イリ原発事故後、移住権利地区
と指定されたが、実際には移住は
行われなかった。ベラルーシ・ゴメ
リ州・ブラーギン地区2015年5月撮影
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